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世界最高水準の空港を目指して特集

　2020年7月24日からの第32回オリンピック競技大
会（2020／東京）と同8月25日からの東京2020パラリ
ンピック競技大会の開催にあたり、NAAは“空港サービ
ス”のカテゴリーでオフィシャルパートナーとなった。
　成田空港は日本の空の表玄関として、1978年の開
港以来10億人以上のお客さまにご利用いただいてお
り、2018年度は4000万人以上のお客さまにご利用い
ただいた。2020年には今まで以上に多くの訪日客を
見込んでおり、お客さまに快適に空港をご利用いただ
けるよう、整備を行っているところである。
　NAAは東京2020大会に向けて、世界各国からお越
しになる選手・関係者・観客の皆さまに、安全かつ円
滑にご利用いただけるよう、4つの基本方針として「安
全・安定運用の徹底」「選手・関係者の安全確保やス
ムーズな移動の実現」「ユニバーサルデザインのさら
なる充実」「おもてなしの心でお迎え」を掲げて、ハー
ド・ソフトの両面でさまざまな取り組みを進めている。
　東京2020オフィシャルパートナーとして、引き続き
これら4つの基本方針に基づいた取り組みを着実に進
め、東京2020大会を万全の態勢で迎えるとともに、東
京2020エンブレム等をターミナル内の装飾や掲示物
などをはじめ、デジタルメディア媒体も活用して、大会
開催の機運醸成を図り、成功に貢献していく。

「開会式1年前イベント」なども実施

　この一環として3月12日には、東京2020オリンピッ
クの開会式から数えて500日前であることを記念して、
第1・第2ターミナルで「開会式500日前記念装飾」を
開始。ターミナル内の各所で東京2020大会名や東京
2020エンブレム、東京2020マスコット等のお披露目
を行い、大会の選手・関係者・観客を迎え入れる表玄
関の空港として機運を盛り上げていく取り組みを本格
的にスタートさせ、5月31日まで実施した。
　出発階では、改修工事エリアに施される仮囲いの壁
面を活用して、東京2020大会名や東京2020エンブレ
ム、東京2020マスコット等を大きく掲出。記念写真を
撮影できるよう設置したフォトスポットでは、エンブレ
ムやマスコットと日本文化のコラボレーションを実現さ
せ、日本人のお客さまだけでなく、外国人のお客さまに
も興味を持って撮影していただけるようにした。さらに
到着階では、お客さまが必ず目にするアライバルバリ
アに大きく、大会の周知を図る装飾を実施した。
　これらの装飾は成田空港をご利用いただいている
お客さまにとどまらず、空港で働くスタッフにも東京
2020大会の開催が近づいていることを実感させる効
果があり、成田空港全体が一つになって、その機運醸

NAAは公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会と
「東京2020オフィシャルパートナー契約」を締結した。

これにより、東京2020エンブレムや東京2020マスコットの使用などが可能になり、
これらを活かした館内等の装飾やイベント開催などを通じて

東京2020大会を迎える機運醸成を図るとともに、成功に貢献していく。

東京2020のオフィシャルパートナーに

東京2020大会の機運醸成と成功に貢献
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ターミナル連絡バスのデザインも変更して機運醸成7月24日には開会式1年前イベントも実施

成に取り組んでいる。
　さらに7月24日には、東京2020オリンピックの開会
式1年前を記念するイベントを第1ターミナル南ウイン
グで開催。ゲストに、体操競技女子のオリンピック元
日本代表で東京2020組織委員会の理事を務める田
中理恵氏を招いてのトークショーや、千葉県（幕張メッ
セ）が競技会場となっているフェンシングのデモンスト
レーション、空港を訪れていた子供たちが参加できる
フェンシングの体験イベントなどが行われた。
　また、成田空港のターミナル間の移動にご利用い
ただいている、無料のターミナル連絡バスの車体も、
東京2020エンブレムや東京2020マスコット等をあし
らったデザインに変えて、東京2020大会終了後の来年
9月末まで運行する。
　車体のメインカラーが黄色の車体には、東京2020
マスコットであるミライトワとソメイティ、桜の花などを
描いたほか、車体の下部にミライトワの紺色、後部に
はソメイティのピンク色でペインティングした。この成
田空港により一新された最初の東京2020応援デザイ
ンのバスは6月27日から運行を開始。順次、全14台（一
般エリア・制限エリアを含む）のターミナル連絡バスの
ラッピングを変更して走らせて、オリンピック機運を盛
り上げる。

安全・安定運用の徹底を強化

　東京2020大会の開催期間は、いわゆる夏季繁忙期
とも重なることから、通常時を大きく上回るお客さま
の利用が見込まれる。そのような状況の中でさらに重
要となるのは安全・安定運用の徹底であり、NAAは東
京2020大会の開催を重要な契機と捉え、保安検査体
制の強化に向けた取り組みを進めている。
　保安検査場に最新の技術を備えた新しい検査機器
を導入し、2019年度末までに順次運用を開始する予
定である。
　このほか、警備体制の強化として、関連機関と連携
し、CBRNE※テロ等に対する体制構築や、混雑時にお

ける選手・関係者動線の確保など、大会に向けて警備
体制を強化する。施設面では、第1・第2ターミナルの
保安検査場を拡張するとともに、最新の保安検査設
備であるスマートセキュリティレーンを順次導入してお
り、2019年度末までに完了する予定。これらの整備に
より取り扱い処理能力が約1.5倍に向上し、お客さま
の待ち時間やストレスの軽減を図っていく。
　さらに、日々増加するサイバー脅威から空港事業を
守るため、重要インフラとしての各種取り組みを推進
するなど、サイバーセキュリティー対策を強化する。

“おもてなしの心”での空間演出も

　東京2020大会の関連を含め、成田空港をご利用さ
れる海外からのお客さまは今後も増加が見込まれる
ことから、お客さま満足度の向上のために、日本らし
い映像でおもてなしをする空間演出を3月からスタート
した。到着コンコースの長く延びる空間を利用し、プ
ロジェクターや液晶ディスプレイで、訪日歓迎ムードや
日本らしさを表現している。第1・第2ターミナルの到
着コンコースの計9カ所で、日本の魅力を表現した映
像や、2020年9月6日までミライトワとソメイティが東
京2020オリンピック・パラリンピックの各競技にチャ
レンジするアニメーションムービーを上映し、これから
始まる日本の旅への期待感や、間もなく開催する東京
2020大会への機運醸成を行っている。

◇

　NAAは、東京2020大会に向けたこれらの取り組み
をレガシーとして引き継ぎつつ、観光先進国の実現を
目指す日本の表玄関として、東京2020大会後も継続
してお客さま満足度の向上、世界最高水準と評される

「高品質な空港」を実現していく。
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